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る。隅田らは、不均一な構造を有する硫酸化多糖へパリン中の特定の部分二糖構造 0・ (2 ・ deoxy-6-0 ・ sulfo ・ 2 ・





第一に上記の硫酸化二糖 1 を SPR のチップに固定化するために、疎水性膜を担持させたチップに疎水性部を結合
させた二糖 1 を固定化する方法(方法- 1 )と、ジスルフィド部を結合させた二糖 1 を金膜上に直接固定化する方法(方
法- 2) の 2 つを検討し、これらの方法で硫酸化二糖 1 を固定化したチップと vWF 中のへパリン結合ドメインを含む
合成ペプチド (vWF ペプチドと略)の結合挙動を SPR で調べたところ、方法-2 がオリゴ糖鎖をチップに国定化する
ための有効な方法であることがわかった。
第二に、チップ上の糖鎖密度が蛋白質との相互作用に与える影響を検討するために、 1 、 3 または 4 単位の芳香族
アミノ基を持つリンカー化合物に硫酸化二糖 1 を結合した 3 種類の糖鎖・リンカー結合体 (2 、 3 および4) とグル
シトール構造 1 単位のリンカー結合体( 5) を合成し、二糖とグルシトールそれぞ、れの組成比を変えた溶液を用いて
チップを作成したところ、溶液中の組成比によって糖鎖密度の異なるチップを調製できることが全反射 FT-IR-測定に
よって明らかになった。これらの糖鎖密度を変化させたチップを用いてヒト血柴由来の vWF (h-vWF) の結合挙動
を観測したところ、糖鎖密度の変化は h-vWF の解離定数に影響を与えないことがわかった。





以上の研究から、 3 または 4 単位のオリゴ糖鎖を分子内でクラスター化した糖鎖・リンカー結合体を金チップに







見出し、また 3 または 4 分子の糖鎖をまとめて固定化するリンカーも合成した。これらのリンカーを用いてへパリン
部分構造糖鎖と血中の蛋白質フォンピ、ルプラント因子との特異的な相互作用が精密に解析できることを明確に示し
た。この研究は糖鎖の集合化と固定化の一般的な方法を提供するとともに、それによって微弱な糖鎖と蛋白質の相互
作用が表面プラズモン共鳴法によって測定できることを示したもので、今後の糖鎖の機能研究に大きく貢献するもの
である。
よって、本論文は博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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